
道後ゆう地域連携推進会議議事録 

 

１ 日 時  令和６年 12月 19 日(木) 10：00～11：00 

 

２ 場 所  食堂 

 

３ 出席者  【構成員】 

       久保知子、細川優子、岡田優子、石丸正、(欠席：藤本篤) 

       【施設職員】 

       所長：渡邊剛次、支援課長：坪田広宣、主事：光宗紫乃 

 

 愛媛県社会福祉事業団地域連携推進会議規程第３条第２項に規定する定数を充たしてい

ることを確認し、同規程第３条第３項の規定に従い、議事進行を施設長が行う。 

 最初に同会議の目的について、厚生労働省の「地域連携推進会議の手引き」等を使用して

施設長が説明する。 

 

４ 議 案  

 ⑴ 施設の概要及び利用者の日常の様子について 

  ・令和５年度事業報告 

  ・令和６年度事業計画 

 ⑵ 運営状況について 

 ⑶ 利用者の権利擁護について 

  ・事故報告・ヒヤリハット 

  ・成年後見人等の活用について 

 ⑷ その他(地域との連携について) 

 

坪田支援課長  議案⑴について施設概要及び利用者の状況について、令和５年度事業報 

告および令和６年度事業計画等の資料を基に説明行う。 

        ① 事業所について 

        ② 利用者の状況等について 

         ・障がい種別や高齢化していること等の説明を行う。 

        ③ 現在の活動等について 

         ・・トールペイント、音楽療法等講師を呼ぶ活動や施設外活動、ｅスポー 

ツや障害者スポーツに力を入れている。 

 



渡邊所長    議案⑵運営状況について、道後ゆうの令和５年度の運営状況を説明する。 

【令和５年度決算】 

         ・収入(障害福祉サービス等事業収入等) 241,328,193 円 

         ・人件費支出(人件費率 約 74.2%)   178,932,931 円 

         ・その他事業費・事務費支出等     ・ 52,242,075 円 

         ・収入差               ・ 10,153,187 円 

        ① 令和６年度障害福祉サービス等報酬改定について 

・生活介護事業等に関しては、実質減算となりより一層の工夫が必要に 

なってきている。 

        ② 利用者確保について 

・道後ゆうは多機能型となっている。機能訓練や就労移行支援はサービ 

スが有期限で、特に就労移行支援は一般企業も参入し競争原理が働き、 

利用者確保が難しくなってきているが、訓練の充実等やＰＲ活動を積極 

的に行い利用者確保を行っている。 

        ③ 人件費率について 

         ・一般的な福祉関係の事業所が 65～70％に対して、道後ゆうでは人件 

費比率が 74.2%と高くなっている。 

 

坪田支援課長  議案⑶利用者の権利擁護について説明する。 

        ① 事故報告・ヒヤリハットについて 

         ・令和６年４月１日～11月 30 日時点で事故報告は 103 件、ヒヤリ 

ハットは 46件となっている。怪我等伴わない転倒についても、事業所 

内では事故報告として上げているため、件数が多い。その都度、対応を 

協議することで、市町や県に事故報告する事案は発生していない。 

➁ 成年後見人制度の活用について 

 ・・成年後見人制度を活用している利用者は４名。活用が必要と思われる 

利用者は複数いるため、本人や相談員等に相談し制度を活用していく。 

 

渡邊所長    議案⑷その他(地域との連携等)について、各構成員に話を聞く。 

        ① 虐待防止について 

         ・・定期的に虐待防止委員会を開催し、未然に防ぐ対策の検討を行ってい 

る。利用者・職員に向けたリーフレットの作成や業務振り返りチェック 

を行うとともに、虐待防止の全体研修を今年度行う予定。 

        ② 地域との交流について 

 ・・地域参、、交流については、課題となっている。地域の中の一員とし 

て、今後、交流等を行っていきたい。 



細川構成員   ・地域の中の施設として考える機会となった。 

・ほほえみフェスタがあり、子ども達がｅスポーツやボッチャを楽しく 

やっていた。 

        ・・町内会でも道後ゆうの施設見学の提案や、一緒にできることないか検討 

していきたい。 

岡田構成員   ・・どこの施設でも、コロナの影響で地域との交流が希薄になっており、課 

題となっている。 

        ・・事業団では、他の事業所に比べるとイベント等もあり、交流されている 

イメージがある。 

・利用者確保について、障害者は増えている。特に精神障がいを持たれて

散る方は倍増してきている。病院との繋がりを強化し、精神の方の受け入

れ体制を強化するなど考えてみてはどうか。 

久保構成員   ・・地 の民生委員をしている時に、委員が町内の高齢の方のところに傾聴 

ボランティアに行ってきた等の話を聞いた。道後ゆう内でも傾聴ボラン 

ティア等受入れてみると良いのではないか。 

        ・息子が違う施設に入所した時に、「こけました」「怪我をしました」と 

何度も連絡が来ていた。道後ゆうに入所してからは、とても良い所だと 

思っているため、引き続きお願いします。 

石丸構成員   ・・治会会としては特に何もありません。良くしていただいていると思うの 

        で、引き続きよろしくお願いします。 

渡邊所長    ・その他、質問等を求めるが構成員から特になし。 

        ・・施設見学を令和７年２月頃に実施予定であり、詳細は追って書面で案内 

することを伝え、会議を閉会する。 


